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　市議会には、常任委員会や特別委員会をはじめ、議会運営委員会、

議会だより編集委員会などさまざまな委員会を設置しています。

　また、４月に議会改革検討委員会や議会情報システム導入推進部会

も設置されました。今号では委員会の活動を紹介します。

常任委員会とは
　常任委員会には、総務、福祉教育こども、産

業建設の３つの委員会があり、議長以外の議員

は、いずれかの常任委員会に所属しています。

　常任委員会には、３つの委員会のほかに議長

以外の全議員が所属する予算決算常任委員会が

あり、予算と決算に関する審査を行っています。

特別委員会とは
　市政の特に重要な事項を審査するたに設置され

るのが特別委員会です。常任委員会は条例で設置

が決められていますが、特別委員会は必要に応じ

て市議会の議決で設置を決めています。

　本市の特別委員会には、河川整備推進特別委員

会と（仮称）黒丸ＳＩＣ・文化スポーツ学研ゾー

ン整備計画調査特別委員会があります。

　河川整備推進特別委員会は、愛知川、日野川、
蛇砂川および市内の主要河川の一層の整備促進
に向けて、調査研究や要望活動などに取り組む
必要があることから平成２６年６月に設置しま
した。

河川整備推進特別委員会議会改革検討委員会を設置
　市議会では、議会改革に向けた調査研究と提
言を行うため、東近江市議会改革検討委員会を
設置しました。これにより議員の責務を強化し
議会活動の活性化を図ることを目指します。
　４月２７日の第１回委員会では、議長から「適
正な議員定数等について」の諮問を受けました。
　今後は現状の議会活動や議員活動の検証を行
い、適正な議員定数、議員報酬および政務活動
費について、答申をまとめることとしています。

議会情報システム導入推進部会を設置
　議会のＩＣＴ化が全国的に進んでいます。本
市議会では、令和５年度にタブレット端末を導
入し、オンライン会議の活用やぺーパーレス会
議の実施、グループウエアを活用した情報共有
などを行っていく予定です。
　今年４月に設置された議会情報システム導入
推進部会では、タブレット端末の具体的な運用
方法や会議での活用方法の検討などの調査研究
を行っています。

　（仮称）黒丸ＳＩＣ・文化スポーツ学研ゾー
ン整備計画調査特別委員会は、（仮称）黒丸ス
マートインターチェンジおよび（仮称）東近江
市文化学研ゾーン整備計画の全体像に関する協
議並びに計画の進捗状況の把握、調査・研究を
する必要があることから令和４年９月に設置し
ました。

（仮称）黒丸ＳＩＣ・文化スポーツ
学研ゾーン整備計画調査特別委員会

教えて！

市議会 委員会では、何をしているの？

4 月に開所した布引の森の視察

私立保育園・こども園園長会との
意見交換会

天皇杯を受賞した本市農業施設の視察

災害協定を結んでいる
コンテナホテルの視察

愛知県西尾市の読書通帳の
取り組みを視察

市内初のラウンドアバウトの視察

徳島県上勝町の
ゼロ・ウェイストセンターの視察

フリースクールの視察

古民家を活用した分散型ホテルの視察

議会だより 0203 議会だより

教えて！市議会 教えて！市議会
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ふるさと回帰支援センター移住相談・
問い合わせ数の推移 

青(面談・セミナー参加等) 赤(電話等問合せ) 

Q　
「
東
近
江
市
地
域
公
共
交
通
計

画
」
が
策
定
さ
れ
１
年
間
各
種
事
業

を
行
わ
れ
た
結
果
な
ど
に
つ
い
て
、

①
帰
り
の
運
賃
が
無
料
に
な
る
「
買

物
お
帰
り
き
っ
ぷ
」
の
実
施
店
舗
数

と
利
用
者
数
は
。

②
昨
年
９
月
議
会
で
「
買
物
お
帰
り

き
っ
ぷ
」
を
ち
ょ
こ
っ
と
タ
ク
シ
ー

で
も
使
え
る
よ
う
提
案
し
た
が
、
そ

の
結
果
は
。

③
ち
ょ
こ
っ
と
タ
ク
シ
ー
の
「
エ
リ

ア
運
行
」
拡
大
が
必
要
で
は
。

④
高
齢
者
が
積
極
的
に
外
出
し
、
公

共
交
通
機
関
を
利
用
し
て
可
能
な
限

り
自
分
で
買
物
や
通
院
が
出
来
る
こ

と
は
、
介
護
予
防
、
健
康
寿
命
の
延

伸
に
も
つ
な
が
る
。
利
用
促
進
の
た

め
の
事
業
は
。

A　
①
現
在
２
箇
所
の
大
型
商
業
施

設
に
協
力
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

令
和
４
年
度
は
延
べ
４
１
８
７
人
が

利
用
さ
れ
ま
し
た
。

②
令
和
５
年
４
月
か
ら
１
箇
所
の
大

型
商
業
施
設
に
協
力
い
た
だ
け
た
と

こ
ろ
で
す
。

③
エ
リ
ア
拡
大
に
つ
い
て
利
用
者
か

Q　
特
色
あ
る
市
立
図
書
館
、
学
校

図
書
館
を
拡
充
す
る
考
え
は
。

A　
７
館
そ
れ
ぞ
れ
の
特
色
を
生
か

し
な
が
ら
、
本
市
な
ら
で
は
の
質
の

高
い
運
営
に
、
引
き
続
き
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

　
全
て
の
学
校
図
書
館
に
、
学
校
司

書
を
配
置
す
る
な
ど
、
子
ど
も
た
ち

が
本
に
親
し
む
環
境
は
、
他
市
町
よ

り
も
充
実
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
全

て
の
子
ど
も
が
あ
ら
ゆ
る
機
会
や
場

所
に
お
い
て
自
主
的
に
読
書
活
動
が

で
き
る
よ
う
環
境
を
整
え
て
い
き
ま

す
。

Q　
市
民
と
市
が
共
に
取
り
組
む
パ

ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
重
要
性
に
つ
い

て
、

①
障
害
者
・
障
害
児
福
祉
事
業
所
の

合
同
説
明
会
の
継
続
実
施
は
。

②
福
祉
の
現
場
か
ら
得
ら
れ
る
政
策

立
案
の
根
拠
、
証
拠
、
有
効
性
を
得

る
た
め
の
取
り
組
み
は
。

A　
①
昨
年
度
、
市
職
員
お
よ
び
市

民
が
障
害
の
あ
る
人
へ
の
良
き
理
解

者
と
な
る
こ
と
を
目
的
に
「
東
近
江

ら
は
好
評
で
、
一
定
の
成
果
が
出
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。
今
後
の
さ
ら
な

る
エ
リ
ア
運
行
の
拡
大
に
つ
い
て
は
、

鉄
道
や
路
線
バ
ス
、
一
般
タ
ク
シ
ー

事
業
者
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し
な

が
ら
、
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

④
利
用
促
進
が
図
れ
る
よ
う
、
市
内

観
光
プ
ラ
ン
や
ち
ょ
こ
っ
と
バ
ス
・

タ
ク
シ
ー
の
乗
車
方
法
を
紹
介
し
た

冊
子
を
作
製
し
ま
し
た
。
市
内
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
設
置
予

定
で
す
。

市
職
員
・
市
民
に
向
け
て
の
福
祉
事

業
所
活
動
紹
介
会
」
を
開
催
し
ま
し

た
。
今
年
度
は
市
職
員
お
よ
び
市
民

に
向
け
て
障
害
福
祉
施
設
の
理
解
に

加
え
、
福
祉
人
材
の
確
保
を
目
的
と

し
た
説
明
会
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

②
「
東
近
江
市
福
祉
法
人
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
会
議
」
を
立
ち
上
げ
、
連
携
の

基
盤
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。
ま

た
、
各
種
計
画
策
定
時
に
は
、
事
業

所
職
員
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

し
、
現
場
の
声
を
反
映
す
る
よ
う
努

め
て
い
ま
す
。

Q　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
ふ
る
さ
と
回
帰
支
援
セ

ン
タ
ー
の
昨
年
の
移
住
相
談
は
、
過

去
最
高
５
２
３
１
２
件
で
10
年
前
の

８
倍
、
う
ち
半
数
が
20
代
や
30
代
で

あ
る
。
こ
の
田
園
回
帰
の
流
れ
を
捉

え
る
こ
と
は
人
口
減
少
を
抑
え
、
地

域
を
元
気
に
し
農
村
の
持
つ
価
値
の

再
認
識
に
つ
な
が
る
効
果
が
あ
る
。

①
本
市
の
田
園
回
帰
対
策
は
。

②
移
住
に
は
住
居
が
不
可
欠
だ
が
、

「
家
が
見
つ
か
ら
な
い
」
と
の
声
が

あ
る
。
市
内
の
空
家
数
と
空
家
バ
ン

ク
へ
の
物
件
登
録
数
と
契
約
成
立
数

は
。ま
た
登
録
数
を
増
や
す
対
策
は
。

③
就
農
希
望
者
や
、
農
の
あ
る
生
活

希
望
者
へ
の
移
住
支
援
の
対
策
は
。

④
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
も

農
業
体
験
型
ガ
ー
デ
ン
ビ
レ
ッ
ジ
構

想
を
掲
げ
て
い
る
が
進
行
状
況
は
。

A　
①
コ
ロ
ナ
禍
で
高
ま
っ
た
地
方

で
の
暮
ら
し
へ
関
心
を
取
り
込
ん
で

い
け
る
よ
う
地
道
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

②
令
和
４
年
度
末
の
空
家
数
は
１
７

１
８
件
、
空
家
バ
ン
ク
の
物
件
登
録

数
は
44
件
、
契
約
成
立
数
は
26
件
で

す
。
第
２
次
空
家
対
策
計
画
の
令
和

７
年
度
目
標
１
２
０
件
に
対
し
一
定

の
成
果
は
で
て
い
ま
す
が
、
ま
だ
ま

だ
少
な
く
、
さ
ら
に
登
録
数
を
増
や

し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

③
県
や
Ｊ
Ａ
、
農
業
委
員
会
な
ど
関

係
機
関
と
サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム
を
作
り

支
援
を
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
新
規

就
農
者
の
確
保
を
農
業
政
策
の
重
要

課
題
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

④
重
点
道
の
駅
と
し
て
地
域
発
展
の

核
と
な
る
よ
う
諸
課
題
を
検
討
し
て

い
ま
す
。

一 般 質 問

ＱＲを読み取ることで、各議員

の質問の様子を映像にてご覧い

ただけます。

　６月１６日、１９日、２０日に２０人の議員が一般質問を行い

ました。質問と答弁の概要をお知らせします。また、議会ホーム

ページでは、インターネットによる動画配信も行っています。

新
政
無
所
属
の
会�

井
上　

 

均

福
祉
・
教
育
政
策
は
先
進
的
か
？

新
政
無
所
属
の
会�

中
村　

和
広

公
共
交
通
の
充
実
を

日
本
共
産
党
議
員
団�
廣
田　

耕
康

田
園
回
帰
を
捉
え
農
村
の
活
性
化
を

学校図書館での読み語り

一般質問
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Q　
国
民
健
康
保
険
は
、
職
場
の
健

康
保
険
や
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
な

ど
、
他
の
制
度
の
対
象
と
な
ら
な
い

方
が
加
入
す
る
医
療
保
険
で
、
被
保

険
者
か
ら
の
保
険
料
の
ほ
か
、
公
費

や
各
保
険
者
間
の
調
整
に
よ
る
交
付

金
な
ど
を
医
療
費
の
財
源
と
し
て
運

営
し
て
い
る
。
平
成
30
年
度
か
ら
都

道
府
県
が
財
政
運
営
の
責
任
主
体
と

な
り
、
国
民
健
康
保
険
の
運
営
に
中

心
的
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

①
県
の
指
針
を
受
け
た
東
近
江
市
国

民
健
康
保
険
事
業
運
営
協
議
会
で
の

議
論
は
。

②
令
和
５
年
度
の
保
険
料
率
は
。

③
本
市
独
自
の
事
業
は
。

A　
①
２
月
16
日
開
催
の
運
営
協
議

会
に
お
い
て
、
令
和
５
年
度
保
険
料

率
が
上
が
っ
て
い
る
点
に
つ
い
て
質

問
が
あ
り
ま
し
た
。
事
務
局
か
ら
は
、

県
内
の
保
険
料
水
準
の
統
一
に
向
け
、

県
が
示
す
標
準
保
険
料
率
が
大
幅
に

上
昇
し
て
い
る
た
め
で
は
あ
る
が
、

市
の
財
政
調
整
基
金
を
活
用
し
、
急

激
な
上
昇
を
抑
制
し
て
い
る
と
説
明

し
ま
し
た
。

Q　
学
校
が
昭
和
の
時
代
か
ら
積
み

重
ね
て
き
た
運
営
や
事
業
は
そ
の
ま

ま
に
し
て
、
個
別
最
適
化
学
習
な
ど

新
し
い
こ
と
を
さ
ら
に
採
用
し
て
い

て
は
負
担
が
増
え
る
ば
か
り
で
あ
る
。

学
校
が
や
め
る
事
業
を
決
め
る
べ
き

だ
が
、
地
域
に
根
差
し
た
も
の
、
保

護
者
の
考
え
や
思
い
を
考
慮
す
る
と

難
し
い
。

①
学
習
指
導
要
領
に
定
め
の
な
い
学

校
の
実
務
は
。

②
学
校
後
援
会
の
実
態
は
。

③
学
校
図
書
室
を
市
立
図
書
館
の
分

室
と
し
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
管
理
し
運

営
し
て
は
ど
う
か
。

④
本
市
が
参
考
と
す
る
部
活
動
の
地

域
連
携
の
先
進
地
事
例
は
。

⑤
学
校
が
「
教
育・子
ど
も
の
学
び
」

に
専
念
で
き
る
よ
う
、行
事
や
事
業
、

日
々
の
管
理
を
市
の
専
門
職
員
と
地

域
が
担
え
る
仕
組
み
を
作
っ
て
は
。

A　
①
登
下
校
対
応
、
放
課
後
か
ら

夜
間
の
見
守
り
な
ど
は
学
校
以
外
が

担
う
べ
き
業
務
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

②
名
称
は
色
々
で
す
が
、
市
内
小
中

学
校
31
校
中
22
校
で
地
域
の
方
々
が

Q　
今
年
４
月
１
日
か
ら
道
路
交
通

法
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、
自
転
車
に

乗
る
全
て
の
人
に
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の

着
用
が
努
力
義
務
化
さ
れ
た
。

　
今
回
の
改
正
の
目
的
は
、
単
純
に

ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用
し
て
も
ら
う
だ

け
で
は
な
く
、
自
転
車
で
の
事
故
か

ら
運
転
者
お
よ
び
同
乗
者
の
命
を
守

る
た
め
だ
と
い
っ
た
背
景
を
理
解
す

る
必
要
が
あ
る
。

　
本
市
に
お
け
る
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用

の
啓
発
活
動
お
よ
び
着
用
率
向
上
の

手
段
や
今
後
の
取
り
組
み
は
。

A　
東
近
江
警
察
署
と
交
通
指
導
員

が
と
も
に
小
学
校
や
幼
児
園
な
ど
に

出
向
き
、
交
通
安
全

教
室
で
ヘ
ル
メ
ッ
ト

着
用
の
指
導
や
啓
発

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
中
学
校
で
は
、
自

転
車
通
学
が
必
要
な

生
徒
に
対
し
て
、
許

可
申
請
の
提
出
に
併

せ
て
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の

着
用
を
義
務
付
け
て

お
り
、
入
学
説
明
会

②
令
和
４
年
度
と
比
べ
て
、
所
得
割

率
０
．
８
％
増
、
均
等
割
１
１
０
０

円
増
、
平
等
割
１
０
０
０
円
増
と

な
っ
て
い
ま
す
。

③
巡
回
型
人
間
ド
ッ
ク
が
あ
り
、
県

内
で
は
本
市
の
み
が
実
施
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
健
診
業
者
と
の
委
託

契
約
に
基
づ
き
運
営
を
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
特
定
健
診
の
追
加
項
目
と
し

て
心
電
図
、
眼
底
検
査
を
実
施
し
、

必
要
に
応
じ
て
糖
負
荷
検
査
、
頸
部

エ
コ
ー
検
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

学
校
教
育
の
充
実
を
図
る
た
め
に
支

援
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

③
そ
の
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
。

④
参
考
事
例
は
あ
り
ま
せ
ん
。
市
独

自
で
持
続
可
能
な
部
活
動
の
あ
り
方

を
検
討
協
議
し
ま
す
。

⑤
そ
の
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
。

Q　
昨
冬
に
水
漏
れ
が
あ
っ
た
八
日

市
文
芸
会
館
の
長
期
修
繕
計
画
は
。

A　
今
年
度
策
定
す
る
東
近
江
市
文

化
芸
術
振
興
計
画
の
中
で
、
今
後
の

在
り
方
と
併
せ
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

に
お
い
て
も
、
保
護
者
・
生
徒
に
対

し
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
に
関
す
る
校

則
を
説
明
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
生

徒
会
活
動
の
一
環
と
し
て
、
ヘ
ル
メ

ッ
ト
着
用
を
啓
発
す
る
ポ
ス
タ
ー
づ

く
り
や
話
合
い
を
行
い
、
ヘ
ル
メ
ッ

ト
着
用
を
自
分
事
と
捉
え
、
生
徒
主

体
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
率
向

上
の
手
段
の
一
つ
と
し
て
、
自
転
車

販
売
店
な
ど
と
共
同
し
て
「
自
転
車

安
全
利
用
五
則
」
の
ポ
ス
タ
ー
の
掲

示
な
ど
連
携
に
努
め
ま
す
。
今
後
に

お
い
て
も
警
察
署
や
関
係
団
体
と
連

携
し
啓
発
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

税
収
の
増
加
や
雇
用
が
確
保
さ
れ
る

こ
と
が
市
民
福
祉
の
増
進
に
つ
な
が

る
も
の
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

②
18
歳
ま
で
の
医
療
費
無
料
化
は
国
、

県
が
責
任
を
持
っ
て
す
る
べ
き
だ
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
学
校
給
食
費
は
法
令
上
、
保
護
者

負
担
と
さ
れ
て
お
り
、
受
益
者
負
担

が
原
則
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
無
償
化
に
踏
み
出
さ
な
い
と
は

言
っ
て
お
ら
ず
、
今
後
保
護
者
の
意

向
や
他
の
自
治
体
、
国
の
動
向
を
注

視
し
て
い
き
ま
す
。

Q　
市
長
は
、
企
業
優
遇
の
た
め
に

条
例
改
正
し
て
ホ
テ
ル
や
コ
ス
ト
コ

を
誘
致
。
八
日
市
駅
前
マ
ン
シ
ョ
ン

建
設
や
商
工
会
議
所
移
転
、
私
立
専

門
職
大
学
へ
の
優
遇
策
の
ほ
か
、
指

定
管
理
者
制
度
を
導
入
し
、
ス
ポ
ー

ツ
施
設
や
公
立
病
院
を
民
間
企
業
や

医
療
機
関
へ
委
託
し
て
き
た
。
企
業

優
遇
は
続
い
て
い
る
が
、
法
人
市
民

税
は
増
え
ず
、
住
民
福
祉
は
増
進
し

て
い
な
い
。　

　
少
子
化
が
進
み
、
働
く
人
の
実
質

賃
金
は
下
が
り
、
物
価
高
騰
で
子
ど

も
の
７
人
に
１
人
が
貧
困
状
態
に
あ

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
市
長
は
子
ど

も
の
福
祉
医
療
費
助
成
拡
充
や
全
国

的
に
進
ん
で
い
る
学
校
給
食
無
償
化

に
踏
み
切
ろ
う
と
し
て
い
な
い
。

①
企
業
支
援
が
ど
の
よ
う
に
福
祉
増

進
に
反
映
さ
れ
る
の
か
。

②
18
歳
ま
で
の
医
療
費
無
料
化
や
学

校
給
食
無
償
化
に
踏
み
出
さ
な
い
理

由
は
。

A　
①
市
民
福
祉
を
増
進
す
る
施
策

を
推
進
す
る
た
め
に
は
財
源
確
保
が

必
要
で
す
。
企
業
活
動
が
活
性
化
し

太
陽
ク
ラ
ブ�
安
田　

高
玄

ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用
し
よ
う
‼

日
本
共
産
党
議
員
団�

山
中　

一
志

国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て

日
本
共
産
党
議
員
団�

田
郷　

 

正

市
長
の
政
治
姿
勢
を
問
う

太
陽
ク
ラ
ブ�

櫻　

 

直
美

変
わ
る
未
来
社
会
！
学
校
教
育
も
‼

登下校の見守りは地域の方々で しがの国保マスコット　ホープちゃん
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● 集団： 集団での各種健診・ 検診（ P4 、5 参照）　 指定： 指定医療機関での各種健診・ 検診（ P8 、9 参照）

※対象年齢は令和6 年3 月3 1 日が基準と なり ます。

●市民税非課税世帯の人、生活保護世帯の人は、自己負担金が免除さ れま す。

必ず受診日の1 週間前（ 開庁日）までに保健セン タ ーまたは各支所〔 保健師の窓口〕で申請を し てく ださ い。

（ 事後申請の受付はでき ま せん。）

●7 5 歳以上の人は自己負担金が無料になり ます。（ 免除申請不要）

●結核健診以外は予約が必要です。

各種健診・ 検診

●「 東近江市国民健康保険」以外の保険加入者は、加入し ている 医療保険者が実施する 健康診査を 受けてく ださ い。

　 ただし 、被扶養者は受診でき る 場合があり ますので、事前に加入中の健康保険組合にお問い合わせく ださ い。

●生活保護世帯の人は、年齢にかかわら ず、一般健康診査の受診と なり ま す。

健診名および対象者 自己負担金 健診の内容 注意事項

一般健康診査 集団 指定

対象 1 9 歳から 3 9 歳の人
　 　 　 　（ 昭和5 9 年4 月1 日～平成1 7 年3 月3 1 日生）

1 ,0 0 0 円 ◦ 身体計測（ 身長・ 体重・ BM I・ 腹囲）

◦ 医師の診察　 ◦ 問診　

◦ 尿検査　 　 　 ◦ 血圧測定

◦ 血液検査（ 脂質検査・ 肝機能検査・ 腎

機能検査・ 血糖検査等）

◦ 貧血検査（ 診察で必要な人のみ）

◦ 心電図検査・ 眼底検査（ 必要な人のみ）

●集団健診を 受診さ れる 人は、

尿検査容器を 事前に送付し ま

す。自宅で尿を 採取し 、健診会

場へ持参し てく ださ い。

●東近江市国民健康保険特定健

康診査は、受診日に国民健康

保険の資格のない人は受診で

き ま せん。ま た、受診後にさ か

のぼっ て資格を 喪失さ れた場

合は、健診費用を徴収し ます。

●高齢者健康診査に該当する人

で、現在定期的に医療機関を

受診さ れている 人は、治療を

優先し ていただく ため受診券

は送付し ていません。

特定健康診査 集団 指定

対象 4 0 歳から 7 4 歳の人
　 　 　 　（ 昭和5 9 年3 月3 1 日以前生～7 5 歳の誕生日の

前日まで）

東近江市国民健康保険に加入し ている人

無 料

高齢者健康診査 集団 指定

対象 7 5歳以上の人で定期的に医

療機関を受診し ていない人
　 　 　 　（ 7 5歳の誕生日から 対象。一部の6 5歳以上の人を含む）

無 料

◦ 身体計測（ 身長・ 体重・ BM I）

◦ 医師の診察　 ◦ 問診

◦ 尿検査　 ◦ 血圧測定

◦ 血液検査（ 脂質検査・ 肝機能検査・ 腎

機能検査・ 血糖検査）

◦ 心電図検査（ 必要な人のみ）

健
康
診
査

結
核
健
診

健診名および対象者 自己負担金 健診の内容 注意事項

結核健診 集団 指定

対象 6 5 歳以上の人
　 　 　 　（ 昭和3 4 年3 月3 1 日以前生）

無 料 ◦ 胸部エッ ク ス線撮影

医療機関で結核健診を 受診さ れ
た場合、同じ 年度内に集団検診の
肺がん検診を 受診で き なく なり
ますのでご注意く ださ い。

検診名および対象者 自己負担金 検診の内容 注意事項

肺がん検診 集団

対象 4 0 歳以上の人
　 　 　 　（ 昭和5 9 年3 月3 1 日以前生）

　 　 　 　（ 妊婦以外）

胸部エッ ク ス線

5 0 0 円

喀たん検査

7 0 0 円

◦ 胸部エッ ク ス線撮影

◦ 喀たん検査（ 喫煙の

度合いにより 必要と

判断さ れた人）

●肺がん検診は集団検診のみで、6 5 歳以上の人は結核健診と

同時受診になり ます。年度内に医療機関で結核健診を 受診

さ れた場合は、集団検診の肺がん検診を受診できません。

●当日は金属やボタ ン、プリ ン ト 柄のない薄手の衣類であ

れば、着用し たままで受診でき ます。

大腸がん検診
集団 指定

対象 4 0 歳以上の人
　 　 　 　（ 昭和5 9 年3 月3 1 日以前生）

5 0 0 円
◦ 2 日分の便の潜血検

査

●検診日に提出し てく ださ い。

●便秘がちな人は医療機関で受診し てく ださ い。痔のある

人は治療し てから 検診を受けてく ださ い。

●医療機関で受診の場合は、令和6 年3 月3 1 日までに2 日分

の便を医療機関へ提出し てく ださ い。

●「 要精密検査」と 結果が出た場合は、原則と し て内視鏡検

査を受けていただく こ と になり ます。

子宮頸がん検診
集団 指定

対象 2 0 歳以上の女性
　 　 　 　（ 平成1 6 年3 月3 1 日以前生）

1 ,0 0 0 円 ◦ 子宮頸部の細胞検査

●2 年に1 回の検診です。令和4 年度に受診し ていない人が

対象です。（ 令和4 年度にがん検診無料ク ーポン券で受診

さ れた人は、令和5年度も 受診でき ます。）

●子宮、卵巣の疾患の既往歴のある 人は、かかり つけ医で

検診を受けてく ださ い。

●生理中の人は、正確な検査ができ ないこ と があり ます。

が
ん
検
診

2 令和5 年度 東近江市 健康ガイド ブッ ク

各
種
健
診
・
検
診

びわこリトルベビーハンドブック

発行 令和5年3月

発行 滋賀県 健康医療福祉部

びわこリトルベビーハンドブック
―小さくうまれた赤ちゃんと家族のための手帳―

(ふりがな)

な ま え

生年月日 年 月 日生

保護者名

 

Q　
空
家
特
措
法
改
正
が
国
会
で
議

決
さ
れ
た
。
こ
の
法
律
改
正
で
注
目

さ
れ
る
の
は
特
定
空
家
等
に
な
る
お

そ
れ
の
あ
る
空
家
を
管
理
不
全
空
家

等
に
指
定
し
状
況
が
改
善
さ
れ
な
い

場
合
、
固
定
資
産
税
の
１
／
６
減
額

特
例
措
置
を
解
除
す
る
と
し
て
い
る

こ
と
で
あ
る
。
こ
の
改
正
に
よ
り
こ

れ
ま
で
放
置
さ
れ
て
い
た
空
家
の
処

分
が
進
む
の
で
は
と
期
待
さ
れ
る
。

そ
こ
で
本
市
の
空
家
の
現
状
と
法
律

改
正
に
伴
う
体
制
に
つ
い
て
、

①
前
年
度
末
の
本
市
の
空
家
数
は
。

②
特
定
空
家
等
の
認
定
方
法
は
。

③
こ
れ
ま
で
の
特
定
空
家
等
の
認
定

数
は
。

④
管
理
不
全
空
家
等
の
認
定
方
法
は
。

⑤
特
定
空
家
等
の
認
定
は
慎
重
に
時

間
を
か
け
て
い
る
が
、
管
理
不
全
空

家
等
の
認
定
は
も
っ
と
簡
易
な
方
法

を
検
討
す
べ
き
で
は
。

⑥
空
家
等
の
除
却
に
際
し
て
の
補
助

金
は
あ
る
の
か
。 

A　
①
１
７
１
８
件
で
す
。

②
市
職
員
が
立
ち
入
り
調
査
を
行
い
、

東
近
江
市
空
家
等
対
策
推
進
協
議
会

Q　
小
さ
く
生
ま
れ
た
赤
ち
ゃ
ん
と

家
族
の
た
め
に
、
今
年
３
月
滋
賀
県

が
作
成
し
た
「
び
わ
こ
リ
ト
ル
ベ
ビ

ー
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」
に
つ
い
て
、

①
特
徴
は
。

②
対
象
者
と
配
布
方
法
は
。

③
活
用
方
法
は
。

A　
①
低
体
重
児
の
た
め
の
身
長
や

体
重
の
成
長
曲
線
、
入
院
中
の
検
査
、

日
々
の
成
長
の
様
子
や
家
族
の
思
い

を
記
録
で
き
る
ほ
か
、
助
成
制
度
や

相
談
場
所
な
ど
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
保
護
者
や
家
族
の
体
験
談

も
あ
り
、
前
向
き
に
な
れ
る
メ
ッ
セ

ー
ジ
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

②
２
５
０
０
ｇ
未
満
ま
た
は
35
週
未

満
で
産
ま
れ
た
児
と
家
族

で
す
。
出
産
し
た
県
内
の

医
療
機
関
や
市
役
所
窓

口
、
乳
幼
児
健
診
、
赤
ち

ゃ
ん
訪
問
な
ど
で
保
健
師

が
渡
し
ま
す
。

③
保
健
師
と
保
護
者
が
医

療
機
関
や
家
族
が
記
載
す

る
ペ
ー
ジ
の
内
容
を
一
緒

に
見
な
が
ら
、
子
ど
も
の

Q　
コ
ロ
ナ
禍
で
下
が
っ
て
し
ま
っ

た
が
ん
検
診
受
診
率
を
上
げ
る
こ
と

が
、
が
ん
を
予
防
す
る
と
い
う
こ
と

か
ら
も
大
変
重
要
で
あ
る
。
が
ん
検

診
を
受
け
た
い
と
思
う
人
ば
か
り
で

な
く
、
受
け
る
気
が
な
い
人
や
ど
う

す
れ
ば
い
い
か
わ
か
ら
な
い
と
い
う

人
が
い
る
中
で
、
で
き
る
限
り
対
象

と
な
る
方
へ
受
診
に
つ
な
が
る
情
報

を
届
け
る
こ
と
が
、
行
政
の
取
り
組

む
べ
き
施
策
で
あ
る
。
が
ん
検
診
の

対
象
者
と
案
内
方
法
は
。

A　
肺
が
ん
、
大
腸
が
ん
は
40
歳
以

上
、
胃
が
ん
は
50
歳
以
上
、
子
宮
頸

が
ん
は
20
歳
以
上
の
女
性
、
乳
が
ん

は
40
歳
以
上
の
女
性
で
す
。

　
40
歳
か
ら
74
歳
ま
で

の
国
保
加
入
者
に
は
、

特
定
健
診
受
診
券
に
検

診
案
内
を
同
封
し
て
い

ま
す
。
国
保
以
外
の
方

や
75
歳
以
上
の
方
に
は

は
が
き
で
通
知
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
健
康
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
お
よ
び
Ｌ
Ｉ

Q　
幼
児
教
育
は
そ
の
質
が
高
か
っ

た
場
合
、
プ
ラ
ス
の
効
果
が
長
期
に

わ
た
っ
て
持
続
す
る
と
言
わ
れ
て
い

る
が
、
逆
に
質
が
低
か
っ
た
場
合
も

そ
の
負
の
効
果
が
長
期
に
わ
た
っ
て

持
続
す
る
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。
本

市
に
お
い
て
も
「
保
育
の
質
」
の
向

上
と
「
幼
児
教
育
」
の
充
実
は
子
ど

も
た
ち
の
将
来
に
直
結
す
る
重
要
な

要
素
で
あ
る
と
考
え
る
が
、

①
幼
児
教
育
の
重
要
性
は
。

②
「
保
育
の
質
」
を
向
上
さ
せ
る
た

め
の
取
り
組
み
と
、今
後
の
計
画
は
。

③
「
保
育
の
質
」
向
上
に
つ
な
が
る

保
育
業
務
の
Ⅰ
Ｃ
Ｔ
化
に
つ
い
て
本

市
の
見
解
は
。

A　
①
幼
児
教
育
は
、
生

涯
に
わ
た
る
人
格
形
成
の

基
礎
を
培
う
重
要
な
役
割

を
担
う
も
の
と
認
識
し
て

い
ま
す
。

②
本
市
で
は
幼
児
教
育
セ

ン
タ
ー
を
拠
点
と
し
て
幼

児
教
育
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が

各
園
の
巡
回
指
導
、
各
種

研
修
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

に
諮
り
、
そ
の
意
見
を
踏
ま
え
て
市

が
認
定
し
て
い
ま
す
。

③
７
年
間
で
40
件
で
す
。

④
国
に
よ
る
判
断
基
準
が
ま
だ
示
さ

れ
て
い
な
い
た
め
未
定
で
す
。

⑤
基
準
は
ま
だ
示
さ
れ
て
い
ま
せ
ん

が
、
ど
う
い
っ
た
も
の
が
管
理
不
全

空
家
等
に
な
る
の
か
、
認
定
方
法
な

ど
も
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

⑥
特
定
空
家
等
の
除
却
補
助
金
や
空

家
バ
ン
ク
を
介
し
て
取
得
し
た
空
家

の
建
替
え
に
補
助
金
が
あ
り
ま
す
。

成
長
を
確
認
す
る
こ
と
で
安
心
し
て

子
育
て
が
で
き
る
よ
う
活
用
し
ま
す
。

Q　
一
人
一
人
の
子
ど
も
に
合
わ
せ

て
内
容
が
変
わ
る
世
界
に
一
つ
だ
け

の
パ
ー
ソ
ナ
ル
知
育
絵
本
の
導
入
は
。

A　
本
市
で
は
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事

業
に
加
え
、
毎
月
１
回
つ
ど
い
の
広

場
で
、
図
書
館
司
書
に
よ
る
絵
本
の

読
み
語
り
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
や
認
定
こ
ど

も
園
な
ど
で
は
、
小
さ
な
頃
か
ら
本

に
関
心
を
寄
せ
、
手
の
届
く
と
こ
ろ

に
本
が
あ
る
環
境
を
整
備
し
て
お
り
、

パ
ー
ソ
ナ
ル
知
育
絵
本
の
導
入
は
必

要
な
い
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

Ｎ
Ｅ
で
案
内
す
る
ほ
か
、
無
料
ク
ー

ポ
ン
対
象
年
齢
の
方
に
は
ク
ー
ポ
ン

券
を
発
送
し
て
案
内
し
て
い
ま
す
。

Q　
視
覚
障
が
い
者
は
も
と
よ
り
、

誰
に
も
や
さ
し
い
情
報
の
ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
デ
ザ
イ
ン
に
向
け
て
、
音
声
コ

ー
ド
ユ
ニ
ボ
イ
ス
を
本
市
の
広
報
、

通
知
文
書
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
な
ど

の
印
刷
物
に
活
用
す
べ
き
で
は
。

A　
視
覚
障
が
い
者
だ
け
で
な
く
、

高
齢
者
や
外
国
人
な
ど
が
ア
プ
リ
で

音
声
に
よ
る
情
報
を
得
ら
れ
る
た
め
、

有
効
な
活
用
に
つ
い
て
調
査
、
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

　
今
後
の
計
画
は
、
各
園
に
幼
児
教

育
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
配
置
で
き
る
よ

う
に
育
成
を
強
化
し
、
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
と
幼
児
教
育
セ
ン
タ
ー
と
の
連
携

に
よ
り
、
保
育
の
質
を
全
体
的
に
向

上
さ
せ
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

③
子
ど
も
の
安
全
確
保
、
保
護
者
お

よ
び
保
育
者
の
負
担
軽
減
な
ど
あ
ら

ゆ
る
面
で
補
助
的
役
割
を
担
う
も
の

と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
、
庁
内
の
Ｄ
Ｘ
推
進
と
連
携

を
図
り
導
入
の
検
討
を
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

公
明
党�

竹
内　

典
子

が
ん
検
診
受
診
率
ア
ッ
プ
を

太
陽
ク
ラ
ブ�

辻　

 

英
幸

空
家
対
策
待
っ
た
な
し

公
明
党�

吉
坂　

 

豊

リ
ト
ル
ベ
ビ
ー
の
た
め
に

東
近
江
市
民
ク
ラ
ブ�
森　

 

鉄
兵

「
保
育
の
質
」
の
向
上
を

健康ガイドブック 市内の建築年代別空家数
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東
近
江
市
民
ク
ラ
ブ�

森
田　

德
治

ま
ち
の
発
展
は
道
路
整
備
か
ら
‼

Q　
本
市
の
道
路
整
備
に
つ
い
て
、

①
（
仮
称
）
黒
丸
ス
マ
ー
ト
Ⅰ
Ｃ
の

進
捗
状
況
と
今
後
の
見
通
し
は
。

②
滋
賀
県
道
路
整
備
ア
ク
シ
ョ
ン
プ

ロ
グ
ラ
ム
２
０
２
３
の
実
現
に
向
け

て
県
と
の
連
絡
、
調
整
お
よ
び
連
携

状
況
は
。

③
県
の
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
て
い
る
の
か
。

④
東
近
江
市
道
路
整
備
ア
ク
シ
ョ
ン

プ
ロ
グ
ラ
ム
２
０
２
４
の
策
定
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
。

A　
①
昨
年
度
か
ら
ア
ク
セ
ス
道
路

の
詳
細
設
計
を
進
め
て
お
り
、
令
和

５
年
度
は
ス
マ
ー
ト
Ⅰ
Ｃ
本
体
の
詳

細
設
計
や
用
地
測
量
を
実
施
す
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。
令
和
６
年
度
以

降
は
用
地
取
得
を
進
め
、
７
年
度
か

ら
工
事
に
着
手
す
る
予
定
で
す
。

②
県
の
事
業
進
捗
の
確
認
や
地
元
と

の
連
絡
調
整
、
事
業
説
明
会
へ
同
行

す
る
な
ど
、
早
期
事
業
完
成
に
向
け

連
携
を
行
っ
て
い
ま
す
。

③
今
回
の
計
画
で
は
、
東
近
江
土
木

事
務
所
管
内
の
整
備
計
画
路
線
の
半

数
以
上
が
市
内
の
路
線
と
な
っ
て
い

Q　
厚
生
労
働
省
に
よ
る
働
き
方
改

革
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
令
和
６
年
４

月
か
ら
自
動
車
運
転
手
の
業
務
に
年

９
６
０
時
間
の
上
限
規
制
が
適
用
さ

れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
こ
の
改
善
基
準
告
示
の
改
正
、
い

わ
ゆ
る
「
運
転
手
の
２
０
２
４
年
問

題
」
に
つ
い
て
、

①
労
働
時
間
な
ど
、
基
準
の
改
正
内

容
に
つ
い
て
市
の
見
解
は
。

②
慢
性
的
な
運
転
手
不
足
の
中
で
、

路
線
バ
ス
や
ち
ょ
こ
っ
と
バ
ス
、
ち

ょ
こ
っ
と
タ
ク
シ
ー
な
ど
、
現
在
の

路
線
網
や
運
行
サ
ー
ビ
ス
の
水
準
を

今
後
も
維
持
し
て
い
く
こ
と
は
可
能

か
。

A　
①
こ
の
改
善
基
準
告
示
の
改
正

は
、運
転
手
の
長
時
間
労
働
を
防
ぎ
、

運
転
手
自
身
の
健
康
維
持
の
み
な
ら

ず
公
共
交
通
を
安
全
に
運
行
し
て
い

く
た
め
に
も
重
要
で
あ
る
と
認
識
し

て
い
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
改
善
基
準
を
満

た
し
て
い
く
た
め
に
は
今
後
、
十
分

な
運
転
手
を
確
保
で
き
る
の
か
と
い

う
懸
念
も
あ
り
ま
す
。

Q　

人
・
農
地
の
未
来
を
考
え
る

「
地
域
計
画｣

の
策
定
に
つ
い
て
、

①
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

②
狙
い
は
。

③
策
定
す
る
上
で
大
切
な
ポ
イ
ン
ト

は
。

④
農
家
だ
け
が
話
し
合
う
地
域
計
画

で
よ
い
の
か
。

A　
①
国
が
令
和
６
年
度
末
ま
で
の

２
年
間
で
全
て
の
地
域
で
策
定
す
る

よ
う
求
め
て
お
り
、
本
市
で
は
本
年

７
月
～
８
月
に
市
内
９
ブ
ロ
ッ
ク
単

位
の
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。
そ
の

後
、
農
業
委
員
会
、
Ｊ
Ａ
、
県
な
ど

の
関
係
機
関
と
連
携
し
、
地
域
に
入

り
策
定
し
て
い
く
計
画
と
し
て
い
ま

す
。
今
年
度
に
つ
い
て
は
、
中
心
経

営
体
を
定
め
る
「
人・農
地
プ
ラ
ン
」

策
定
済
み
の
地
域
か
ら
優
先
し
て
取

り
組
み
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

②
地
域
が
目
指
す
べ
き
将
来
の
農
業

の
在
り
方
や
農
地
利
用
の
姿
を
明
確

に
し
、
農
地
の
維
持
と
持
続
可
能
な

農
業
を
実
現
し
て
い
く
こ
と
を
狙
い

と
し
て
い
ま
す
。

③
農
家
、
非
農
家
を
問
わ
ず
多
く
の

Q　
災
害
時
の
公
助
に
つ
い
て
、

①
大
地
震
な
ど
の
災
害
に
よ
り
電
気

・
ガ
ス
・
水
道
が
寸
断
し
た
場
合
、

復
旧
す
る
ま
で
に
要
す
る
時
間
は
。

②
備
蓄
品
の
数
量
や
種
類
は
充
分
足

り
る
の
か
。

A　
①
電
気
は
発
災
３
日
後
に
災
害

拠
点
病
院
、
災
害
対
応
拠
点
施
設
な

ど
で
復
旧
し
、
１
週
間
後
に
は
概
ね

復
旧
す
る
想
定
で
す
。
ガ
ス
は
１
週

間
後
に
は
順
次
供
給
が
再
開
し
、
２

週
間
後
に
は
概
ね
復
旧
が
完
了
す
る

想
定
で
す
。
水
道
は
発
災
３
日
後
か

ら
断
水
が
解
消
し
始
め
、
１
か
月
後

に
は
概
ね
復
旧
す
る
と
想
定
し
て
い

ま
す
。

②
鈴
鹿
西
縁
断
層
帯
地
震
に
よ
る
発

災
３
日
後
の
市
全
体
の
想
定
避
難
所

生
活
者
数
６
３
４
８
人
を
基
礎
に
、

約
６
５
０
０
人
分
の
食
糧
品
や
毛
布

な
ど
必
要
物
資
の
備
蓄
を
行
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
国
や
県
お
よ
び
災
害

応
援
協
定
団
体
な
ど
の
応
援
物
資
で

も
対
応
す
る
た
め
、
備
蓄
に
つ
い
て

は
充
足
で
き
る
も
の
と
考
え
て
い
ま

す
。

ま
す
。
そ
の
中
に
は
新
た
に
４
路
線

が
計
画
に
位
置
付
け
ら
れ
る
と
と
も

に
、
前
計
画
で
は
事
業
化
検
討
路
線

で
あ
っ
た
７
路
線
の
う
ち
３
路
線
が

今
年
度
か
ら
５
年
間
で
着
手
す
る
予

定
の
路
線
に
位
置
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
こ
と
は
、
将
来
を
見
据
え
た

本
市
の
ま
ち
づ
く
り
に
と
っ
て
大
き

な
前
進
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

④
学
識
経
験
者
や
関
係
機
関
な
ど
で

構
成
さ
れ
る
懇
話
会
で
の
議
論
や
関

係
部
局
と
の
調
整
を
経
て
、
令
和
６

年
３
月
に
策
定
す
る
予
定
で
す
。

②
本
市
の
公
共
交
通
の
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
で
あ
る
東
近
江
市
地
域
公
共
交

通
計
画
に
お
い
て
「
誰
も
が
安
心
し

て
住
み
続
け
ら
れ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

型
公
共
交
通
体
系
の
実
現
」
を
目
指

し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
慢
性
的
な

運
転
手
不
足
の
現
状
に
加
え
、
改
善

基
準
告
示
の
改
正
が
適
用
さ
れ
ま
す

と
、
現
在
の
路
線
網
や
運
行
サ
ー
ビ

ス
水
準
を
維
持
し
て
い
く
に
は
厳
し

い
状
況
が
到
来
す
る
と
認
識
し
て
い

ま
す
。

方
々
で
課
題
を
共
有
し
、
将
来
に
向

け
た
地
域
づ
く
り
の
観
点
で
策
定
を

進
め
て
い
た
だ
く
こ
と
が
重
要
と
考

え
て
い
ま
す
。

④
農
地
所
有
者
が
中
心
に
は
な
り
ま

す
が
、
世
代
を
超
え
幅
広
い
方
々
の

話
し
合
い
を
も
っ
て
、
地
域
農
業
の

未
来
設
計
図
で
あ
る
地
域
計
画
を
策

定
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
考
え
て

い
ま
す
。
市
と
し
ま
し
て
は
、
今
後

の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
が
る
も
の
と

な
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

Q　
本
市
の
子
ど
も
の
読
書
活
動
の

推
進
に
つ
い
て
、
市
内
の
小
中
学
校

に
配
置
さ
れ
て
い
る
学
校
司
書
の
配

置
数
と
重
要
性
は
。

A　
全
小
中
学
校
に
14
人
の
学
校
司

書
を
配
置
し
て
い
ま
す
。

　
学
校
図
書
館
の
運
営
の
改
善
・
向

上
を
図
り
、
児
童
生
徒
、
教
職
員
に

よ
る
利
活
用
の
一
層
の
促
進
の
た
め

に
、
学
校
司
書
の
担
う
役
割
は
大
き

い
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

東
近
江
市
民
ク
ラ
ブ�

浅
居　

 

笑

災
害
時
の
備
え
は

東
近
江
市
民
ク
ラ
ブ�

西
﨑　

 

彰

２
０
２
４
年
問
題
の
対
策
は
大
丈
夫
か

東
近
江
市
民
ク
ラ
ブ�
青
山　

孝
司

ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
が
る
農
業
へ

（仮称）黒丸スマートⅠＣの完成予想図

みんなで策定する地域計画 箕作小学校の図書室
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東
近
江
市
民
ク
ラ
ブ�

山
本　

直
彦

増
え
る
不
登
校
児
童
生
徒
の
対
策
は

Q　
本
市
の
不
登
校
支
援
に
つ
い
て
、

①
令
和
３
年
度
、
４
年
度
の
不
登
校

児
童
生
徒
数
は
。

②
児
童
生
徒
成
長
支
援
室
の
設
置
目

的
お
よ
び
利
用
者
数
は
。

③
市
内
に
在
住
す
る
フ
リ
ー
ス
ク
ー

ル
の
利
用
者
数
は
。

④
民
間
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
へ
助
成
を

し
な
い
理
由
は
。

A　
①
令
和
３
年
度
は
小
学
校
１
０

４
人
、
中
学
校
１
６
８
人
で
す
。
４

年
度
は
調
査
中
で
す
が
、
小
学
校
で

は
１
．
２
倍
、
中
学
校
で
１
．
１
倍

の
見
込
み
で
す
。

②
学
校
に
登
校
し
に
く
い
子
ど
も
た

ち
の
心
を
と
き
ほ
ぐ
し
、
生
活
意
欲

を
高
め
て
社
会
的
自
立
や
学
校
生
活

に
復
帰
で
き
る
よ
う
に
支
援
を
行
う

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
利
用
者
は
、
令
和
元
年
度
26
人
、

２
年
度
17
人
、
３
年
度
41
人
、
４
年

度
36
人
で
す
。

③
令
和
３
年
度
は
小
学
生
８
人
、
中

学
生
１
人
、４
年
度
は
小
学
生
10
人
、

中
学
生
２
人
で
す
。
今
年
度
は
小
学

生
６
人
、
中
学
生
３
人
で
す
。

Q　
文
化
庁
京
都
移
転
と
安
土
城
復

元
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
、

①
身
近
に
な
っ
た
文
化
庁
移
転
を
ど

の
よ
う
に
受
け
止
め
て
い
る
の
か
。

②
県
の
安
土
城
跡
天
主
台
発
掘
調
査

や
安
土
城
復
元
計
画
、
築
城
４
５
０

年
な
ど
は
、
ま
さ
に
本
市
の
地
先
に

お
け
る
事
業
に
な
る
が
、
ど
の
よ
う

に
参
画
し
生
か
し
て
い
く
の
か
。

A　
①
滋
賀
県
は
全
国
第
４
位
の
重

要
文
化
財
保
有
県
で
あ
り
、
以
前
に

も
増
し
て
連
携
を
深
め
る
チ
ャ
ン
ス

と
考
え
て
い
ま
す
。

②
土
地
所
有
者
と
県
、
関
連
２
市
の

４
者
で
整
備
事
業
に
か
か
る
覚
書
を

締
結
し
ま
し
た
。
本
市
も
主
体
的
に

関
わ
る
こ
と
で
、
観
光
面
、
経
済
面
、

さ
ら
に
知
名
度
ア
ッ
プ
に
大
き
な
役

割
を
果
た
せ
る
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
安
土
城
復
元
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
は
「
安
土
城
の
実
像
の
解
明
と
保

全
」「
デ
ジ
タ
ル
に
よ
る
安
土
城
の

見
え
る
化
」「
復
元
に
向
け
て
の
機

運
醸
成
事
業
」
の
３
つ
か
ら
構
成
さ

れ
て
お
り
、
本
市
と
し
て
、
こ
れ
ら

の
事
業
に
積
極
的
に
参
画
す
る
こ
と

④
文
部
科
学
省
で
は
、
補
助
の
適
否

を
判
断
す
る
際
の
指
針
を
一
律
に
示

す
こ
と
は
困
難
と
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
本
市
で
は
公
的
な
支
援
の
充

実
に
力
を
入
れ
て
取
り
組
ん
で
お

り
、
各
校
に
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ

ー
な
ど
を
派
遣
し
、
個
に
応
じ
た
支

援
体
制
に
努
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、

３
つ
の
支
援
教
室
を
設
け
、
充
実
し

た
ス
タ
ッ
フ
を
配
置
し
、
通
室
し
や

す
く
広
域
で
多
様
な
学
び
の
場
と
し

て
い
ま
す
。

で
地
域
活
性
化
や
観
光
振
興
に
つ
な

げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

Q　
長
峰
診
療
所
の
診
療
時
間
変
更

に
期
待
す
る
効
果
と
今
後
の
課
題
は
。

A　
午
後
診
療
に
変
更
し
、
内
科
だ

け
で
な
く
小
児
科
を
加
え
る
こ
と
で
、

高
齢
者
に
加
え
、
学
校
や
幼
児
施
設

の
帰
宅
後
に
も
受
診
で
き
る
体
制
に

し
ま
し
た
。
一
方
で
医
師
の
働
き
方

改
革
が
始
ま
る
な
ど
、
限
ら
れ
た
人

員
の
中
で
診
療
日
や
診
療
時
間
の
拡

大
は
で
き
な
い
こ
と
が
課
題
で
す
。

東
近
江
市
民
ク
ラ
ブ�

西
澤　

由
男

安
土
城
復
元
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
期
待

東
近
江
市
民
ク
ラ
ブ�

西
村　

和
恭

外
環
状
線
の
整
備
促
進
を

Q　
街
路
事
業
で
進
め
ら
れ
て
き
た

都
市
計
画
道
路
小
今
建
部
上
中
線
の

聖
徳
工
区
が
開
通
し
た
。
市
街
地
へ

の
ア
ク
セ
ス
向
上
と
慢
性
的
な
渋
滞

緩
和
が
期
待
で
き
る
が
、
さ
ら
に
便

利
な
広
域
幹
線
道
路
の
機
能
を
発
揮

す
る
た
め
に
は
、
引
き
続
き
事
業
着

手
さ
れ
る
今
崎
工
区
の
事
業
推
進
が

決
め
手
と
な
る
が
、

①
計
画
の
内
容
は
。

②
近
江
鉄
道
線
、
主
要
地
方
道
彦
根

八
日
市
甲
西
線
の
交
差
に
つ
い
て
の

道
路
構
造
は
。

③
こ
れ
ま
で
の
街
路
事
業
で
は
な
く
、

道
路
新
設
改
良
事
業
で
行
う
理
由
は
。

④
完
成
予
定
年
度
は
。

A　
①
今
崎
町
地
先
の
御
代
参
街
道

か
ら
主
要
地
方
道
彦
根
八
日
市
甲
西

線
ま
で
の
新
設
道
路
で
、
工
事
延
長

は
約
２
０
０
メ
ー
ト
ル
、
道
路
幅
員

は
片
側
１
車
線
両
側
歩
道
の
16
メ
ー

ト
ル
で
す
。
併
せ
て
交
差
点
改
良
工

事
と
し
て
、
主
要
地
方
道
を
約
３
０

０
メ
ー
ト
ル
拡
幅
し
ま
す
。
事
業
費

は
10
億
４
千
万
円
の
見
込
み
で
す
。

②
近
江
鉄
道
線
に
新
た
な
踏
切
を
設

Q　
本
市
の
職
員
採
用
と
人
材
育
成

に
つ
い
て
、

①
令
和
４
年
度
に
実
施
し
た
職
員
採

用
試
験
の
募
集
の
内
容
と
応
募
数
は
。

ま
た
、
土
木
職
や
保
健
師
な
ど
採
用

困
難
と
い
わ
れ
る
専
門
職
の
確
保
に

向
け
た
取
り
組
み
は
。

②
市
職
員
と
し
て
重
要
と
思
わ
れ
る

資
質
は
。

③
職
務
能
力
向
上
の
取
り
組
み
は
。

A　
①
16
職
種
で
75
人
程
度
の
募
集

に
対
し
て
３
３
６
名
の
応
募
が
あ
り
、

52
名
を
採
用
し
ま
し
た
。
専
門
職
に

つ
い
て
は
、市
広
報
紙
、ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
や
就
職
支
援
サ
イ
ト
な
ど
へ
の
募

集
案
内
の
掲
載
や
専
門
学
科
を
有
す

る
近
隣
の
大
学
、
専
門
学
校
、
高
校

に
採
用
試
験
案
内
を
送
付
す
る
と
と

も
に
、
積
極
的
に
訪
問
し
内
容
を
説

明
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
を
実
施
す
る
な
ど
の
取
り

組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

②
本
市
の
人
材
育
成
基
本
方
針
で
、

目
指
す
職
員
像
を
「
市
民
の
し
あ
わ

せ
の
た
め
に
、
自
ら
考
え
、
行
動
す

る
職
員
」
と
定
め
て
い
ま
す
。
こ
の

置
し
て
平
面
交
差
し
、
主
要
地
方
道

に
接
続
す
る
計
画
で
す
。

③
都
市
計
画
決
定
で
は
、
片
側
２
車

線
で
近
江
鉄
道
線
と
主
要
地
方
道
を

立
体
交
差
す
る
計
画
で
す
が
、
整
備

に
は
多
く
の
費
用
と
工
期
が
必
要
と

な
る
こ
と
か
ら
、
費
用
の
軽
減
と
工

期
の
短
縮
を
図
り
、
早
期
に
整
備
効

果
が
見
込
め
る
道
路
新
設
改
良
事
業

で
行
っ
て
い
き
ま
す
。

④
令
和
６
年
度
に
工
事
を
着
手
し
、

完
成
は
９
年
度
末
の
予
定
で
す
。

職
員
像
を
実
現
す
る
た
め
「
信
頼
、

連
携
、
挑
戦
、
自
律
、
効
率
」
の
５

つ
の
行
動
指
針
を
定
め
、
日
々
の
業

務
で
の
判
断
や
行
動
の
よ
り
ど
こ
ろ

に
し
て
い
ま
す
。
こ
の
行
動
指
針
に

加
え
、
郷
土
を
愛
し
我
が
ま
ち
を
良

く
し
た
い
と
い
う
熱
い
思
い
を
持
ち
、

実
践
す
る
こ
と
が
重
要
な
資
質
で
あ

る
と
考
え
ま
す
。

③
研
修
機
関
へ
の
派
遣
に
よ
る
専
門

研
修
を
は
じ
め
、
庁
内
で
も
リ
ー
ダ

ー
養
成
研
修
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
研
修
な
ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

東
近
江
市
民
ク
ラ
ブ�
鈴
木　

則
彦

人
材
は
足
り
て
い
る
の
か

児童生徒成長支援室「さわやか」

能登川から見た安土城跡新規採用職員研修
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東
近
江
市
民
ク
ラ
ブ�

市
木　

 

徹

東
近
江
は
地
域
医
療
の
先
駆
け

Q　
本
市
の
医
療
政
策
に
つ
い
て
、

①
市
長
が
目
指
す
地
域
で
つ
く
る
総

合
病
院
構
想
と
は
。

②
指
定
管
理
者
制
度
導
入
に
対
す
る

成
果
は
。

③
令
和
６
年
４
月
開
設
予
定
の
滋
賀

学
園
の
看
護
科
・
看
護
専
攻
課
程
に

対
し
、
ど
の
よ
う
に
関
わ
る
の
か
。

④
蒲
生
医
療
セ
ン
タ
ー
の
病
床
数
を

増
床
し
て
病
院
に
戻
す
考
え
は
。

A　
①
本
市
の
地
域
性
や
特
性
を
生

か
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
医
療
機
関
が
得

意
と
す
る
分
野
で
、
よ
り
専
門
性
に

特
化
、
高
度
化
し
、
こ
れ
ら
を
結
び

付
け
て
い
く
こ
と
で
、
地
域
に
あ
る

医
療
機
関
を
一
つ
の
総
合
病
院
と
し

て
捉
え
、
質
の
高
い
医
療
が
提
供
で

き
る
ま
ち
を
目
指
す
も
の
で
す
。

②
能
登
川
病
院
・
蒲
生
医
療
セ
ン
タ

ー
と
も
に
、
地
域
医
療
の
充
実
と
機

能
強
化
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。
一
定

の
成
果
は
得
て
い
る
も
の
の
、
ま
だ

ま
だ
取
り
組
む
べ
き
課
題
も
あ
り
、

目
標
達
成
と
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

③
医
療
人
材
の
育
成
・
確
保
対
策
は

大
変
重
要
な
施
策
で
あ
り
、
政
策
的

医
療
分
野
に
位
置
付
け
た
支
援
を
検

討
し
、
学
生
の
実
習
に
も
積
極
的
に

協
力
し
て
い
き
ま
す
。

④
最
新
鋭
の
医
療
機
器
に
よ
る
検
査

や
治
療
に
よ
っ
て
、
受
診
者
数
は
増

加
し
て
い
ま
す
が
、
手
術
室
が
無
い

た
め
他
の
病
院
へ
紹
介
せ
ざ
る
を
得

な
い
の
が
実
情
で
す
。

　
入
院
に
よ
る
放
射
線
治
療
や
手
術

な
ど
が
受
け
ら
れ
る
体
制
整
備
が
必

要
で
あ
り
、
今
後
、
病
床
を
増
加
さ

せ
、
病
院
と
し
て
整
備
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　本市議会が要望していた「地域鉄道（近江
鉄道線）存続にかかる税制上の特例措置につ
いて」が、6 月１４日に行われた全国市議会
議長会の定期総会へ議案として提出され可決
されました。
　近江鉄道線は、開業以来１２５年の長きに
わたり、県民・市民にとって不可欠の公共鉄
道として利用されていましたが、輸送人員は
減少を続け、民間企業単独の経営努力による
事業継続は困難な状況となっています。
　このことから、滋賀県と本市を含む沿線の
１０市町が法定協議会を設置し、令和 6 年
度から公有民営方式による上下分離という新
たな運営形態で運行することが決定していま
す。
　今回の要望は、新たな運営形態の移行に伴
い課税されるさまざまな法人税などの税制上
の特例措置を求めるものです。

（要望趣旨は以下のとおり）
①地方公共団体で組織する第三種鉄道事業者に対し
課税される登録免許税・不動産取得税・固定資産税・
都市計画税に係る税制上の特例措置を講じること。
②第二種鉄道事業者から地方公共団体で組織する第
三種鉄道事業者に対し、土地（軌道敷地）・駅舎・
車両等を譲渡する際に、第二種鉄道事業者に対し課
税される法人税に係る税制上の特例措置を講じるこ
と。
③第二種鉄道事業者で生じる利益の一部を、地方公
共団体で組織する第三
種鉄道事業者に対し寄
附をする際に、第二種
鉄道事業者に対し課税
される法人税に係る税
制上の特例措置を講じ
ること。

　５月２４日、東近江市議会業務継続計画（Ｂ
ＣＰ）に基づく研修を行いました。東近江市議
会では、災害などの非常時でも議会機能を維持
するための業務継続計画を策定し、その内容の
検証や災害に対する危機管理意識を高めよう
と、年に数回、研修や実践訓練などを行ってい
ます。
　今回は、防災について知識を深めるという観
点から、本市とも関わりの大きい永源寺ダムと
滋賀県防災航空隊の２か所を訪れました。

　完成から５０年を迎えた永源寺ダムは、愛知
川の両岸に広がる湖東平野およそ６９００ha
の水田に、農業用水の安定的供給を図ることを
目的としてつくられた利水ダムです。治水機能
がないため大雨時にはダムへ入る水をそのまま
愛知川へ流すことから、沿岸の地域への影響や
放流時の体制、連絡方法などについて説明を受
けました。
　滋賀県防災航空隊では、県民の命を守る「滋
賀の空の守り神」として多種多様な災害に迅速
に対応する隊員の任務や活動、概要などととも
に、防災ヘリコプター「琵琶」による訓練の様
子を視察しました。
　東近江市議会では、今
後も災害時の業務継続計
画をより実効性のあるも
のとしていくため、研修
などを続けていきます。

　５月１７日、東近江総合医療センターの現地
視察を行いました。当初、福祉教育こども常任
委員会で開催を予定していましたが、全議員に
声をかけたところ、２４名中１９名の議員が参
加し、東近江総合医療センターに対する関心と
期待の高さがうかがえました。
　今回の視察の目的は、来年の指定管理の更新
時期を控え、東近江総合医療センターの１０年
間の取り組みについて市議会として理解を深め
ることです。当日は担当者から、医療体制の充

実に向けた取り組みについて丁寧に説明を受
け、院内見学では設備や環境について詳細を確
認し、東近江総合医療センターが提供している
医療サービスの実情を知ることができました。
　また意見交換の場では、野﨑院長から「周り
の医療機関と密に連携し、この地域の医療体制
の充実につなげたい」という意欲的な発言もあ
り、医療サービス向上に向けた有意義な場とな
りました。東近江市議会としては今後も地域医
療のさらなる向上に努めたいと思います。

東近江市議会の要望が全国へ

ＢＣＰ研修で永源寺ダムなどを視察

地域医療の充実を目指し、医療センター研修

がん治療には診療所から病院への再構築を
蒲生医療センター

ダム堰堤内において

総会で提案する大橋議長

15 議会だより

議員研修

議会だより 14

一般質問
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７
月
５
日
、
コ
ス
ト
コ
ホ
ー
ル
セ
ー
ル

ジ
ャ
パ
ン
と
の
立
地
連
携
協
定
の
締
結
式
が

市
役
所
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
コ
ス
ト
コ
ホ
ー

ル
セ
ー
ル
は
、
ア
メ
リ
カ
生
ま
れ
の
会
員
制

倉
庫
店
。
全
国
で
32
店
運
営
さ
れ
て
お
り
、

滋
賀
県
で
は
初
の
出
店
。
来
年
夏
の
開
業
予

定
で
す
。

　
店
舗
名
も
「
コ
ス
ト
コ
東
近
江
倉
庫
店
」

と
決
ま
り
、
課
題
で
あ
っ
た
本
市
の
知
名
度

ア
ッ
プ
に
、
ま
た
、
雇
用
の
創
出
は
若
者
の

定
住
移
住
に
つ
な
が
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
近

隣
他
府
県
か
ら
の
集
客
は
観
光
振
興
に
大
い

に
期
待
が
持
て
ま
す
。

　
東
近
江
市
が
誕
生
し
て
も
う
す
ぐ
20
年
。

コ
ス
ト
コ
誘
致
で
、
こ
の
先
の
５
年
後
、
10

年
後
、
ま
ち
が
ど
の
よ
う
に
変
わ
っ
て
い
く

の
か
楽
し
み
で
も
あ
り
ま
す
が
、
こ
こ
か
ら

が
再
始
動
。
懸
念
さ
れ
る
交
通
渋
滞
な
ど
の

諸
課
題
に
対
応
し
な
が
ら
も
次
に
つ
な
が
る

施
策
を
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば･･･

。

　無料アプリ「マチイロ」で「議会だよ
り」の配信サービスを開始しています。
　市の広報紙や行政情報もご覧になれま
すので、ぜひご利用ください。

もっと身近に「議会だより」を

次回 9月定例会

※ 各日とも、午前９時３０分から開始します。

※ 日程および時間は変更になる場合があります。

　東近江市議会では、皆さまの傍

聴をお待ちしています。

　ご希望の方は、傍聴される当日

に東近江市役所本館３階の議会事

務局窓口までお越しください。

　本会議の中継は東近江スマイル

ネットのコミュニティチャンネル

でご覧いただけます。

　東近江市議会では、本会議の模

様をインターネットでライブ配信

（生中継）・録画配信しています。

スマートフォン・タブレット端末

でもご覧いただけます。

　東近江市議会だよりは、２月、

５月、８月、１１月に発行しています。

議会の傍聴 テレビ中継

インターネット中継 議会だよりの発行

日 月 火 水 木 金 土

8/27 28 29 30
開会

31 9/1 2

3 4 5 6 7 8 9

10 11
一般質問

12
一般質問

13
一般質問

14 15
予算決算
委員会

16

17 18 19
総務・福祉教育
こども委員会

20
総務・福祉教育
こども委員会

21
福祉教育こども・
産業建設委員会

22
産業建設
委員会

23

24 25 26 27
予算決算
委員会

28 29
閉会

30

東近江市議会だより

令和５年６月定例会  議案の審議結果

議　案　等　の　名　称

会派名 東近江市民クラブ 太陽クラブ 日本共産党 公明党 新政
無所属

無
会
派

結
　
果

賛
成
・
反
対

森
　
　
鉄
兵

浅
居
　
　
笑

山
本
　
直
彦

青
山
　
孝
司

鈴
木
　
則
彦

西
村
　
和
恭

田
井
中
丈
三

森
田
　
德
治

西
﨑
　
　
彰

西
澤
　
由
男

和
田
　
喜
藏

市
木
　
　
徹

大
橋
　
保
治

櫻
　
　
直
美

辻
　
　
英
幸

安
田
　
高
玄

廣
田
　
耕
康

山
中
　
一
志

田
郷
　
　
正

吉
坂
　
　
豊

竹
内
　
典
子

中
村
　
和
広

井
上
　
　
均

大
洞
　
共
一

議案第４１号 
東近江市土地開発公社定款の変更につき議決を
求めることについて

可
決

19
・
3
○○○○○○○○○○欠 

席○議 

長○○○×××○○○○○

○・・・賛成　×・・・反対（議長は採決に加わらない）

その他の議案等は全会一致で可決・承認されました。議案等の詳細は「東近江市議会」で検索してください。

あかね文化ホールで開催決定「第１０回市民と議会の意見交換会」
　市議会では、議会の活動を市民の皆さまに報告するとともに、市民の声を市政に生かす
ために、毎年、市民と議会の意見交換会を行っています。
　第１０回の市民と議会の意見交換会は、来年の１月２７日（土）、あかね文化ホールと
蒲生コミュニティセンターで行うことに決定しました。
　議会報告運営委員会では、多くの市民の方とより良い意見交換が行えるように、話し合
いのテーマなどについて、現在協議しています。

編

集
後
記


